













































れが突如 して生ま たものかどうかを言うためには、同書以前の作品と比較する必要があろう。そこで、本稿ではその作業の一つとして、芭蕉が名古屋に入る前 大垣で
嗒
山・木因・如行と四人で巻いた「師の桜」歌仙（ 『元禄風韵』所収）を取り上げ、それぞれの付合を、①〔見込〕 、②〔趣向〕 、③〔句作〕の三




















〔句意〕薄に置く霜は白く、自分も白 髭 した四十一歳の老人 あ〔付合〕①前句を桜の落葉が散り敷く光景と見定めつつ、 「師」の語が使われていることにも注目し、②初冬の景観 別に探るとともに、 老を過ぎた自らの境遇を れ 重ねようと考え、 ③霜の降りた薄と同様、 四十一歳 なった私は髭も霜のようであるとした。〔備考〕 「薄を霜」は初稿本『野ざらし紀行』に「薄に霜」とあり、この方がわかりやすい。薄に霜が降りている光景であり 同時に、これは髭 白さを比喩的に表してもいる。 「落葉・木葉」と同様、 「霜」も諸書に十月 扱い。四十一歳は芭蕉の実年齢であり、四十歳を初老とする当時の習いからして、これも老いの感慨を述べた のに相違なく、合わせて発句の挨拶 対して謙退の意で応じた だと見られる。




















































































〔句意〕澄んだ月光の夜、 竹の曲彔で演奏される琵琶の音も澄み切っている。〔付合〕①前句を初老過ぎの清逸な境涯にある人物と見込み、②その人が独り清興にふけるさま 想像しつつ 「霜」から「月光」を連想して月の句にしようと考え、③澄んだ月の下、椅子で奏する琵琶の音も澄んでいるとした。〔備考〕 「月夜澄
ム」は夜の月光が澄んでいること。 「曲彔」 （逸志本の「曲録」
は転写の過程で生じた誤りであろう）は主として僧が法会などに用い 椅子で、寄りかかる部分が湾曲するか、背もたれと肘掛けが曲がった一本の棒でつながっている。 「琵琶澄て」は琵琶を奏でる音の澄ん いること。 「澄
ム
」













































〔句意〕破軍星に対して勝利を誓い、北に向かって餅を搗く。〔付合〕 ①前句を舅が婿の武士として 力量を期待する場面であると見換え、②二人を含む決戦前夜の陣内のさまを想像し ③破軍星に誓い 立て、その方角に餅を搗くとした。〔備考〕 「破軍」は「破軍星」 ことで、 北斗七星 第七 。 「破軍の誓
ヒ」は、















































































〔句意〕太陽を讃えて歌い、矢尻を振り立てて踊る、そんな最果ての国だ。〔付合〕①前句から極北の地での戦と感じ取り、②その戦う相手側へと想を翻し、それを中国の北方民族であるとして、出陣前のさまを想像し、③辺境の地では 太陽への賛歌を歌い、矢を手に振りながら踊っ い とした。〔備考〕 「諷
ヒ」は声に出して歌う歌で、 「日の諷
ヒ」は「太陽を讃えた歌」 （ 『校





































































〔句意〕水引による采配を振るって、寄せ来る軍勢を招き寄せる。〔付合〕①前句を遊廓での一場面と見定めつつ、 「杖に…」 戦場の気分も漂うことを見て取り、②戦に関わる用語を使いながら遊興のさまを描いてはどうかと思いつき、③水引の采配で寄手（実は遊女） 招く した。〔備考〕 「寄手」は攻め寄せて来 軍勢。 「水曳」は「水引」と同じであるらしく、進物の包み紙など 結ぶ和紙で作った紐
」はおそらく「麾」の








































〔句意〕犬を捨てる名残惜しさにひ っている時、犬は露に対して盛んに吠えていた。〔付合〕①前句の人が家を売るほど貧窮している点に着目し、② 人がほかに手放すであろうものとし 家畜を思 寄せ、③捨 た犬は露 吠えて名残が尽きないとした。〔備考〕 「萩」と「露」は付合語（ 『類船集』に「萩→露」 「露→ 」 。 「けらし」は「けるらし」の略 、近世では「けり」とほぼ同 で用いられ 。




















































































































〔句意〕愚行を積み重ねて、貯めた金をわが子にさえ隠 ていた。〔付合〕①前句を葬礼の夜と見定め、②その場で出そうな故人に対する評判の類を想像し、 ③愚かにも貯め込んだ金をわが子にも隠 て教え した。〔備考〕底本には上五「画 溜て」 ある（ 「画」の旧字「畫 と「愚」草体が類似）ものの、ここに「画」を出す必要性は乏しいため、逸志本の「愚を溜て」 に校訂した。これは 「愚行を重ねて」 （ 『校本』 ） の意であるとおぼ く、同時に「溜て」は「金」にも掛かり、一句としては、 「愚かにも金を貯める































































































〔句意〕朝のやかましさは、まるで鸚鵡のようであるなあ。〔付合〕①前句が市での売り声を扱ったことに着目し、② 全体 喧噪へと想を広げ、③朝の喧噪は鸚鵡のようであると、漢詩文的 語調で一 とした。〔備考〕 「鸚兮鵡兮」 は 「鸚鵡」 を二字に分けて助辞 「兮」 を加えたも 。 「喧
キ」










る名残は露を吼けらし」 （名オ３～５）など、 打越の「あはれ」を前句が「貧のやつれ」 受けたところまではよいとしても、付句に「犬捨る」と詠んでしまっては、 三句が類似すると 非難からは逃れられまい。 「明石なるしらゝ吹上須磨明石／夕べ侘しう鯛寺にねん／霰うつ草刈鼓とり出て」 （名オ９～
11）の場合も、鯛寺に寝ようとする行脚の人をはさみ、その前には歌（名オ
８には明確に「唱歌」とある） 、後には鼓の演奏 配される形であり、観音開きと言わざるをえない。しかも、 「草刈 」が謡曲「敦盛」で知られる「草刈笛」のもじりなのであるから、打越の「須磨明石 は、前句の「鯛寺」ばかりでなく、この句にま 影響を及ぼしているこ な 。最後の「美山の滝を産水に汲む／散と折る花に白髪の芳 く／世の外軽し身は野老売り」 （名ウ４～挙句）も三句がらみと見るべきも で 美山の滝 に仙境めいた気分を感じ、それにふさわしい人を出した前句に対 て そ 気分から離れることはなく、 「世の外」とむしろそれをだめ押しするよ な付句をな




さから始まっている。 「師の桜」といい「むかし拾はん」 い、これだけでは何を言いたいのかが伝わらず、一句としての形象度 低い。芭蕉 「誰が国の記念ぞ鏡すむ月は」 （名オ７）も相当 難解であり、同「洞鴨 石の古巣も冷じく」 （初オ５） など、 わざとらしさの感じられる は少なくない。 「宝草」 （初ウ６） ・ 「水曳の
」 （初ウ
10） ・ 「草刈鼓」 （名オ
11）などの造語的表
現や、 「嵐の太郎」 （初ウ２） ・ 「鯛寺」 （名オ
10）のような架空の名称も目に




















見て取り、そ 清僧らしき人がいかに 行ないそうなことを探って、月光下での琵琶の演奏に到り着いたのであって、 「澄
ム」と「澄て」の重複など、
表現面 瑕瑾は指摘できると て 付けのありようは芭蕉の主張（ 「前句に全体…」 ）にかなうものと言っ よい。もう一例、 「朝㒵に髪結ふ人ぞあはれなる／貧のやつれに萩の庭売
ル」 （名オ３・４）を見ても、前句の人物な
らばこうでもあろうという事柄を探り当て、それを具体的な 為 して描いており、詞の選び方からも、前句と「位」を合わせ うとする意識を看取することができる。表現上の難が足を引っ張り 付 や一巻の展開 見劣りが生じているのも事実ながら、天和期の作品から進歩し る もたしかであり、この先に『冬の日』が誕生するの 当然 ことと思われてくる　
大垣の人々と芭蕉の交流が延宝末にまで遡ることからして、芭蕉が麋塒に


















前句をはなしてつくべし」 （ 『去来抄』 ）というのが元禄期に完成をみる芭蕉流の付け方であ ならば、当該歌仙の場合、前句を打ち放す意志に欠け、前句ばかりか打越からも影響を受けがちと言える。そして、それは表現面での未熟さとも相まって、なお過渡期的な作品であるとの評価 妥当なものにする。ことに、芭蕉の付句にも難解で不備 要素は多く見られるのであり、このことを無視するわけにはい い。　
では、 『ひさご』 『猿蓑』から『すみだはら』 『続猿蓑』へと続く、元禄期
芭蕉俳諧 成果はいったん頭から追 やっ 、改めてこの歌仙を読み直せばどうなるであろうか 芭蕉自身の「鸚兮鵡兮朝の喧
キ
」 （名ウ３）に顕著な





面を好んで取り上げるところもそうである。ま 、 「霰うつ草刈鼓とり出て／棺に歯朶を飾る年の夜」 （名オ
11・
12）の正月を前にした葬礼という着想
がその典型であるように、ともすれば特殊 状況を作り出してしまいがちな点にも、やはり天和期作品との類似性が指摘でき 。 て、何よりも強しなければならないのは、これらが『冬の日』の五歌仙 もほぼ共通 て見られるという一事である。 天和期 貞享期はたしかに連続しているのであ 、付合の面でも、早く延宝九年 段階で、芭蕉が「一句、前句に全体はま 事、古風…」 （五月十五日付麋塒宛書簡）と喝破していた とを忘 るわけ はいかない。すなわち、疎句化への志向はその当時から芭蕉の中にあり、貞享
